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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

   

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 宮城県角田市総務部まちづくり政策課 

②事業名 廃校施設等利活用事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

下記保有資産の活用等に関して、アイデアを把握したい。なお、

当市が施設整備をする予定は無い。 

①旧小田小学校 

 角田市の南西部に位置する小田地区（丸森町に隣接）に位置し

ており、平成２２年度末で廃校となったが、１０年以上経過して

もなお、土地・建物（校舎）の利活用が何も決まっていない状況

となっている。 

②旧東根小学校 

 角田市の北東部に位置する東根地区（亘理町に隣接）に位置し

ており、令和２年度末で廃校となった。土地・建物（校舎・体育

館）の利活用については、地域住民で組織する地区振興協議会に

おいてアンケートやワークショップ等を開催し、検討を進めてい

るが、このコロナ禍もあり、結論はまだ出ていない。 

③旧西根小学校 

 角田市の北西部に位置する西根地区（白石市・大河原町に隣接）

に位置しており、令和３年度末で廃校となった。土地・建物（校

舎・体育館）の利活用については、地域住民で組織する地区振興

協議会においてアンケートを行っている。 

④サウンディングの目的 ①旧小田小学校、②旧東根小学校、③旧西根小学校 

 角田市廃校施設利活用方針（令和３年１０月策定）では、市費

を投じての施設改修等は原則行わず、民間事業者による活用を模

索している。 

 その上で、民間事業者の利用価値の有無、利用できる場合のア

イディア、その場合の応募条件等を含め、民間事業者からの助言・

提案を取り入れたいと考え、サウンディングを実施するものであ

る。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

①旧小田小学校、②旧東根小学校、③旧西根小学校 

・民間事業者の利活用のアイディア。 

・資金など、どのような条件であれば、民間事業者がご応募いた

だけるのか。 

・施設改修費は負担しないという条件の上で、施設に民間活用の

可能性があるか。 

・民間活用にあたって、施設改修費以外に市が負担することが考

えられる事項はあるか。 
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⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント    

7.運営（研修、宿泊、観光体験、ワーケーション等    ） 

8.その他（           ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（貸付、譲渡             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（         ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（             ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

旧小田小学校・旧東根小学校・旧西根小学校の土地・建物の有効

活用 

⑥現状及び課題 ①旧小田小学校（平成２２年度で廃止） 

 平成２５年度に、小田地区の住民より、旧小田小学校跡地利用

に関する検討結果報告書（主に校舎部分の利活用案）の提出を受

けたものの、校舎は、旧耐震基準の建物のため、耐震補強工事を

実施する必要があり、経費面からその実現には至らなかった（現

在も耐震化は未実施）。冷暖房設備も無く、給排水施設については、

震災で破損したままであるが、２階部分を一次的な文化財の保管

場所として利用している。 

付属する体育館については、自治センター（公民館）の付帯施設

として活用しているため、サウンディングの対象外とする。 

②旧東根小学校（令和２年度で廃止） 

 令和２年度に、東根地区の住民で組織する東根地区振興協議会

において、利活用に向けた合意形成を図るべく、アンケートやワ
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ークショップを実施したが、コロナ禍等もあり、最終的な結論は

まだ出ておらず、令和４年に結論を出す予定。 

アンケートにおいては、地域コミュニティのための娯楽施設を要

望する声があった一方で、民間事業者（製造業や福祉事業等）に

よる利活用を要望する声等も多く寄せられている。 

 校舎・体育館については、ともに耐震補強工事を終えており、

校舎については、冷暖房完備となっている（体育館については、

災害時避難所として活用する可能性がある。）。 

 また、校舎別棟の特別教室については、東根自治センターとし

て活用予定となっているため、サウンディングの対象外とする。 

 敷地については、一部民有地が入っていることが判明しており、

現在その解消に向けた手続きを鋭意進めている。 

③旧西根小学校（令和３年度で廃止） 

 令和３年度に、西根地区の住民で組織する西根地区振興会議に

おいて、地区の課題等を把握すべく、西根地区づくりアンケート

を実施した。 

その中で旧西根小学校の利活用等についてもアンケートを行っ

ており、宿泊施設や介護施設、キャンプ場など様々なアイデアが

出されている。 

 校舎・体育館については、ともに耐震補強工事を終えており、

校舎は、冷暖房完備である（体育館については、災害時避難所と

して活用する可能性がある。）。 

※いずれの施設についても、貸付・譲渡となった場合、当市では

国庫等への補助金の返還が必要となる。 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

①旧小田小学校 

 校舎・敷地等の有効活用を前提とするが、一部施設又は施設の

一部のみの活用、解体も視野に入れての提案（ただし、解体する

場合の費用負担については未検討）等も可（付属する体育館につ

いては、小田自治センター（公民館）の付帯施設として活用して

いるため、サウンディングの対象外）。なお、校舎を活用する場合

の耐震補強は必須ではない。 

②旧東根小学校 

 校舎（別棟の特別教室を除く）・体育館（災害時に避難所として

活用する可能性あり）・敷地等の有効活用を前提とするが、一部施

設又は施設の一部のみの活用、解体も視野に入れての提案（ただ

し、解体する場合の費用負担については未検討）等も可。 

③旧西根小学校 

 校舎・体育館（災害時に避難所として活用する可能性あり）・敷

地等の有効活用を前提とするが、一部施設又は施設の一部のみの

活用、解体も視野に入れての提案（ただし、解体する場合の費用

負担については未検討）等も可。 
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⑧事業スケジュール（予

定） 

未定 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） ①旧小田小学校 

宮城県角田市小田字福田５６番地１ 

【自動車によるアクセス】 

旧小田小学校→県道１０５号線→国道１１３号線→県道４４号線

→県道２７２号線→国道６号線→常磐自動車道・山元ＩＣ（自動

車：２１分） 

②旧東根小学校 

宮城県角田市平貫字前河２番地１ 

【自動車によるアクセス】 

旧東根小学校→県道１４号線→国道６号線→県道１０号→常磐自

動車道・鳥の海スマートＩＣ（自動車：１５分） 

③旧西根小学校 

宮城県角田市高倉字打越３２番地３ 

【自動車によるアクセス】 

旧西根小学校→国道１１３号線→国道４号線→東北自動車道・白

石ＩＣ（自動車：２２分） 

②敷地面積 ①旧小田小学校：１２,４１７.８７㎡ 

②旧東根小学校：１１,４５５.０７㎡ 

③旧西根小学校：２２,１９９㎡ 

③土地利用上の制約 ①旧小田小学校、②旧東根小学校、③旧西根小学校：都市計画区

域外 

④所有者 ①旧小田小学校、③旧西根小学校：市 

②旧東根小学校：市（敷地に一部民有地あり） 

⑤周辺施設等 ①旧小田小学校：隣地に、小田自治センター（公民館）、旧小田児

童館 

②旧東根小学校：東根自治センター（公民館）、東根駐在所 

③旧西根小学校：西根自治センター（公民館）、学校給食センター、

西根駐在所 

⑥対象地周辺の環境 田園地域 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 
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■対象施設情報 

（3）-1．建物 既存 

①施設名称 ①旧小田小学校 

②旧東根小学校 

③旧西根小学校 

②施設の延床面積 ①旧小田小学校 

校舎：１,５６０㎡ 

※体育館（６０４㎡）は小田自治センター（公民館）施設として

利用中のため、サウンディングの対象外。 

②旧東根小学校 

校舎：１,２３８㎡、体育館：６８８㎡ 

※体育館は災害時避難所として活用する可能性あり。 

※校舎別棟の特別教室（３９２㎡）は東根自治センター（公民

館）として活用予定のため、サウンディングの対象外。 

③旧西根小学校 

校舎：２,８９０㎡、体育館：９８１㎡ 

※体育館は災害時避難所として活用する可能性あり。 

③建物の構成（構造、階数） ①旧小田小学校 校舎：RC、２階 

②旧東根小学校 校舎：RC、２階、体育館：Ｓ 

③旧西根小学校 校舎：RC、２階、体育館：Ｓ 

④主な施設の内容、導入機

能 

①旧小田小学校 

 校舎： 耐震工事未実施 

※体育館（耐震工事済）は、小田自治センター（公民館）施設と

して利用中のため、サウンディングの対象外。 

②旧東根小学校 

 校舎：耐震工事実施済、冷暖房完備 

 体育館：耐震工事実施済 

※体育館は、災害時避難所として活用する可能性あり。 

 ※校舎別棟の特別教室（新耐震基準）は、東根自治センター（公

民館）として活用予定のため、サウンディングの対象外。 

③旧西根小学校 

 校舎：耐震工事実施済、冷暖房完備 

 体育館：耐震工事実施済 

※体育館は、災害時避難所として活用する可能性あり。 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

すべて直営で、維持管理のみを行っており、赤字施設。 

・旧小田小の維持管理費：約 120 万円 

・旧東根小の維持管理：約 180 万円 

・旧西根小の維持管理費：約 310 万円 
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⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

◎施設の現状変更の可否 

①旧小田小学校 

校舎：未定（提案による） 

②旧東根小学校 

校舎：未定（提案による） 

体育館：未定（提案による） 

※体育館は、災害時避難所として活用する可能性あり。 

③旧西根小学校 

校舎：未定（提案による） 

体育館：未定（提案による） 

※体育館は、災害時避難所として活用する可能性あり。 

また、その他、敷地内に建物を新設することや、グラウンドを

活用したサービス等の提案がある場合についても、要相談。 

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 

①施設名称 ①旧小田小学校 

上水道：角田市、下水道：浄化槽（廃止）、電気：東北電力 

②旧東根小学校 

上水道：角田市、下水道：浄化槽、電気：東北電力 

③旧西根小学校 

上水道：角田市、下水道：浄化槽、電気：東北電力 

②規模、能力 等 ①旧小田小学校 

上水道：φ７５ｍｍ 

下水道：６０人槽（廃止） 

電気：低圧電力 

②旧東根小学校 

上水道：φ７５ｍｍ 

下水道：１８人槽 

電 気：業務用電力 

③旧西根小学校 

上水道：φ７５ｍｍ 

下水道：１８人槽 

電 気：業務用電力 

 

■ 添付資料 

 資料１ 

・位置図 

・各校の概要・配置図・平面図・現況写真 

・角田市の人口・年代別人口構成・昼夜間人口比率 

・各施設に係る維持管理経費の状況 

・東根小学校統合に係る跡地利活用アンケート結果について （抜粋） 

 資料２＿角田市廃校施設等利活用方針（令和 3 年１０月） 


